
 1 

第 12 期（2015 年度）事業計画（案） 

2015 年 10 月 1 日から 2016 年 9 月 30 日まで 

              特定非営利活動法人同志社大学産官学連携支援ネットワーク 

 

１．組織体制 

特定非営利活動法人同志社大学産官学連携支援ネットワーク役員一覧 

  理 事 長：村田 晃嗣（同志社大学 大学長 法学部 教授） 

  副理事長：辻 幹男（同志社大学 副学長 研究開発推進機構長 理工学部 教授） 

副理事長：五島 洋（弁護士：弁護士法人 飛翔法律事務所 代表） 

理  事：大谷康弘（公認会計士・税理士：KIV税理士法人 代表社員） 

小川佳秀（燦ホールディングス㈱ 常勤顧問 ） 

長田一郎（㈱ホロニック 代表取締役社長） 

抱 厚志（㈱エクス 代表取締役社長） 

田中 譲（学校法人ノートルダム女学院 理事） 

橋本雅文（同志社大学 理工学部 教授） 

  文 美月（リトルムーンインターナショナル㈱ 取締役副社長） 

眞下晋一（弁理士：特許業務法人アローレインターナショナル） 

松本敏史（早稲田大学 商学学術院会計研究科 教授） 

和田 元（同志社大学 理工学部 教授） 

   藤原耕二（同志社大学リエゾンオフィス所長 理工学部 教授） 

監    事：稲津喜久代（司法書士：あおぞら司法書士法務総合事務所） 

   恩村政雄（O.B.C.C 経営コンサルタンツ 主宰） 

                     

２．今年度の事業計画 

基本方針 

３つの塾活動を中心に、学外へのネットワークも拡大して安定した活動が可能となってきたので、今

後は、同志社大学学内での認知度を上げ、教職員及び学生の参加を増やしていきたい。その一環として、

副理事長を２名体制とし、理事長である学長を補佐する意味も含めて、辻副学長に副理事長になってい

ただきたいと考えている。未来経営塾や社会起業家養成塾では学生の参加が増えているが、この流れも

拡大していきたいと思う。 

 

 (1) 産官学連携に関する研究会等の開催事業 

・「逸品」ものつくり経営塾 ＊資料③-1「逸品」ものつくり経営塾 第８期フライヤー 

＜第 8期 全体会議講演者等＞ 

 2015年 10月 2日（金） 井上達彦 氏 （早稲田大学 商学学術院 教授 ） 

2015年 11月 5日（木）清水信匡 氏（早稲田大学 大学院ファイナンス研究科 教授 ） 

（以下、予定講演者等） 

2015年  12月 11日（金）栗原潤 氏（キヤノングローバル戦略研究所研究 主幹 ） 

2016年    

 1月 15日（金）遠藤功 氏（㈱ローランドベルガー 会長・早稲田大学ビジネススクール 教授） 

1月 22日（金）上田隆穂 氏（学習院大学 経済学部 教授） 
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3月 18日（金）横山剛 氏（KISS-FM KOBE 代表取締役社長） 

＊上記のほかに海外研修・出張を予定している。 

 

・士業研究会 

士業研究会では大阪市立中央図書館と共催で同館が開催するビジネス講座元気塾を開催していま

す。次年度には以下のテーマで士業研究会メンバーが講師をつとめます。 

2015年 12月 12日(土)「２０１５年９月３０日施行 大改正・人材派遣法を活用する」 

社会保険労務士 本田 凛太郎 会員 

2016年 1月 30日(土)「"ビジネスプランは大局着眼、小局着手の羅針盤」 

中小企業診断士 恩村 政雄 監事 

2016年 2月 27日(土)「事業計画の作成について（仮題）」 

公認会計士 足羽 剛 会員 

2016年 3月 26日(土) 「実践的な契約のノウハウについて（仮題）」 

弁護士 五島 洋 副理事長 

・プロジェクト科目推進研究会 

本 NPOとして、プロジェクト科目を提供したことが何度もありますが、最近は、実施できておりま

せん。そのため、研究会としての活動は休止しておりますが、プロジェクト科目に応募したいとい

う会員が出れば、その方を支えるために再度活性化させる予定です。 

 

 (2) 産官学連携による起業家育成及びサポート事業 

  ・社会起業家養成塾（ソーシャル・アントレプレナー） 

社会起業家の養成のために、1泊 2日の合宿やマンツーマンのコーディネータ制度を設けて、社 

会起業家を目指す方や社会起業家として一層の成長を目指す方を短期間ですが徹底的にサポー 

トする塾です。安定した活動ができる状況になっていますので、今年度も多数のご応募を頂き、

サポートをしていきたい。 

・DVT学生ベンチャー支援（アントレプレナー教育）→起業家予備軍の育成 

2014 年より実施している、OB 経営者を交えた定期的な勉強会を継続し、学生のアントレプレナ

ーシップを醸成します。 

また今期は DVTよりリクエストがありました「OB経営者の企業訪問」も実施し、学生の学びに 

リアリティを与えて行きます。 

2015年 6月に実施した未来経営塾の DVT共同開催は、今期も継続し、初期段階から学生主導の 

企画として、運営を通じた学びで、社会との接点を増やします。 

・学生ビジネスコンテストへの協賛 

2015年 12月 19日(土) ビジネスプランコンテスト（NewIslandContest）最終プレゼン大会へ 

協賛しています。 

・未来経営塾（事業承継・若手起業家の育成）＊資料③-2 未来経営塾セミナーチラシ 

京都・大阪で交互に開催し、学生の参加・教員の登壇等もあり、産学連携色を強めながら、未来

に向かう経営の視点を幅広く提案する活動を行っている。今年度もこの流れを継続しつつ、参加

者の増加を実現したい。 

・経営支援相談室（田中理事） 

 相談者への対応を行う。 
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(3) 産官学連携の促進のための人的ネットワークを構築する事業 

  ・リエゾンフェアの後援  

リエゾンオフィスとは随時連携を取りながら進めており、リエゾンフェアにも後援をしてい

る。 

(4) 特許等の知的財産権活用を促進するための事業 

・シーズ集を NPOの各種イベントで周知 

 

(5) 法人の活動を広く知らしめるための情報誌発行やホームページによる広報事業 

  ・D-BRIDGEの HPの充実、同志社大学公式 HPへの D-BRIDGEのセミナー等の案内 

 

(6) その他、本法人の目的を達成するために必要な事業 

・大学との連携促進と内部体制の検討 

   

３．同志社大学リエゾンオフィス、同志社校友会大阪支部産官学部会（LCC）との連携 

  ・主催・共催イベントの情報管理と積極的支援 

・研究会・セミナーなどに LCC会員が参画    

 

 

 

 

以 上 


